
 

 

 

3 実施事業報告 

事業名 （1）鶴涼祭 

目的 

・来館者に楽しい時間を提供する。 

・たくさんの人につるっこ子ども委員会の活動を知ってもらう。 

・子ども委員会のメンバーが、主体的に、力を合わせてイベントの企画・準備から実施

までを行うことで、達成感を味わい、団結力を高める。 

日時 2023年 8月 6日（日） 午後 1時～4時 30分 

主な対象と 

参加者数 
対象：どなたでも  参加者数：461名 

講師・協力者

等 

つるっこ応援し隊、鶴川第一地区委員会 鶴川地区青少年委員 

JA町田市アグリハウス鶴川 

子ども委員OB、町田福祉保育専門学校等ボランティア、文化振興課 

市民生活安全課・町田総合高校生、鶴川地域子育て相談センター 

内容 

①お化け屋敷 ②うちわ作り ③スタンプラリー ④ドッジボール ⑤ヒンメリ作り 

⑥ヨーヨーつり ⑦ゲームコーナー ⑧野菜等つかみ取りと販売  

⑨交通安全啓発ワークショップ ⑩文化芸術ワークショップ ⑪きらきらタイム 

⑫駄菓子等販売 

様子等 

【各コーナーの様子】 

①お化け屋敷：繰り返し参加する子も多く、のべ 350 人を超える入場者となった。

BGM等工夫をしたこともあり、かなり怖かったとの声もありました。 

②うちわ作り：板目紙で作った台紙に自由に絵を書いて作るうちわ。混雑することな

くのんびりと工作を楽しむ姿が見られました。 

③スタンプラリー：館内 6 か所に配置したスタンプを台紙に押してゴールへ。景品は、

ペンシルバルーンの作品とケミカルライトが人気でした。 

④ドッジボール：30 名を超える参加者と見学者等で、プレイルーム内はとても盛り上

がり、進行の子ども委員の声が通りづらいほどでした。 

⑤ヒンメリ作り：ストローとタコ糸で作る吊るし飾り。青少年委員さんとの会話を楽し

みながら、じっくりと作業をしていました。 

⑥ヨーヨー釣り：無料で参加し結果に関わらず皆 1つもらえるコーナー。想定よりも

参加が多く、作り足しながら開店していました。 

⑦ゲームコーナー：コリントゲームとストラックアウトのコーナー。待ち時間短く楽しめ

るコーナーで、繰り返し参加する子も多く、自分の名前がランキングに書き出される

のも嬉しそうでした。 

⑧野菜つかみ取りと販売：開始時から大人気で、あっという間に無くなった品物もあ

りました。 

⑨交通安全啓発ワークショップ：交通安全クイズと反射板づくり。反射材のキーホルダ

ーに自由に色を塗り持ち帰ることができ、皆、とても嬉しそうであった。小川高校探求

の授業の一環で、高校生も活躍しました。 

⑩文化芸術ワークショップ：文化芸術に関する聞き取りアンケートに答え、スタンプ工

作などができるコーナー。スタッフと子どもがゆったりと関わりました。 

⑪きらきらタイム：多目的室『ぴゅあ』にいっぱいの親子が、ふれあい遊びやエプロンシ

アター、パネルシアター、ロールシアター等をくつろぎながら楽しんでいました。 

⑫駄菓子等販売・・・かき氷・ラムネ飲料・駄菓子・パン等の販売コーナー。駄菓子・パン

は、子ども委員のリクエストをもとに品ぞろえし、喜ばれていました。 

 



 

 

 

 

 

事業名 （2）ふぁんふぁんたいむ 

目的 家庭ではできないダイナミックな遊びを親子で楽しむ 

日時 原則毎月第 1、3木曜日午前 11時～11時 30分 

主な対象と 

参加者数 
0歳～未就学児とその保護者  54名 

講師・協力者

等 
ボランティア：中一男子２名、中二女子３名 計５名  

内容 
『ふぁんふぁん夏祭り』：お祭りの屋台やゲームコーナーで、親子でお買い物ごっこを楽

しみ、夏ならではの雰囲気を感じる。 

様子等 

・主な流れは、①名前呼び ②手遊び・リズム遊び（2～3種類） ③メイン活動（上記参

照） ④手遊び 

・初めて 8月に開催。朝から沢山の親子が来館し、27組が参加しました。 

・「夏祭り」と「お店屋さんごっこ」をかけ合わせ、参加者親子は鞄を持ち、たこやき、か

き氷、ラムネ、ヨーヨーつり、魚釣りゲームのお店をお客さんとしてまわりました。 

・夏休み企画として、異年齢交流として中学生以上のボランティアを募集。当日参加も

含め 5名の参加があり、それぞれの担当のお店で『お店屋さん』をしてくれました。 

・ヨーヨーは、好きな色を取りやすいように近くにしてあげたり、魚釣りでは、沢山釣

れると声をかけていました。また、かき氷やたこ焼き、ラムネ屋さんでは『いらっしゃい

ませ』『どうぞ』などのやり取りの中で、中学生が幼児さんに目線を合わせ、笑顔で丁

寧に行っていたのが印象的でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

事業名 （3）すまいるクッキング ～ギョーザの皮で作ったピザを食べよう！～ 

目的 
・お菓子（料理）を作る楽しさを感じる 

・使用する食材や、作り方を知ることで、自分でも作れるという自信をもつ機会となる 

日時 2023年 8月 25日（金）午後 2時～3時 

主な対象と 

参加者数 
小学生～18歳 6名 

講師・協力

者等 
 

内容 

ギョーザの皮にピザソースを塗り、7種のトッピングの中から好きな具材を載せて、ホ

ットプレートで焼く。ギョーザの皮がカリっと焼けたら出来上がり、その場で熱々を食

べる。 

様子等 

2023 年度初めてのクッキング企画、6名が参加しました。2 つのグループに 3 人ず

つに分かれて、調理スタート！ 

一人 5 枚のギョーザの皮にピザソースを塗り、7 種の具材（ハム、ソーセージ、サラダ

チキン、コーン、ポテトサラダ、枝豆）の中から好きなものを載せました。参加者は、1枚

ごとにどれを載せようか考えながら丁寧にトッピングしている姿が印象的でした。 

 

焼き上がり、どのピザから食べようか迷いながら、選んでいました。 

アツアツのギョーザの皮ピザを頬張り「アッツー」「おいしい！」と言いながら、食べて

いた。5 枚ペロッと食べるお子さんや付き添いの家族に分けてあげるなどの姿も見ら

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

事業名 （4）鶴見川の生き物を見てみよう！自然観察会  

目的 
・地域の自然に触れることを通して、身近な環境に興味を持ち、地域に愛着を持つ。 

・自然の中で楽しく遊ぶために、守らなければならないことや危険性について知る。 

日時 2023年 8月 26日（土） 午前 10時～正午 

主な対象と 

参加者数 
小学生～18歳とその保護者 20名 

講師・協力者

等 

和光大学環境保全サークル「かわ道楽」 

共催：三輪子どもクラブ 

内容 
・川を含む自然の中で活動をする上での注意事項の話 

・鶴見川、大正橋付近での生き物探し 

様子等 

・和光大学ポプリホール鶴川に集合し、和光大学環境保全サークル「かわ道楽」の齋藤

先生から、水辺のあぶないところ、危険生物など、川で活動するための注意事項につ

いて話を伺い、参加した子どもたちは興味津々に聞いていました。 

・ポプリホールから 5分ほど歩き、活動場所となる鶴見川の大正橋に到着しました。 

・「かわ道楽」の学生スタッフの方と合流し、ライフジャケットを着用し、網を持ち川での

活動を開始しました。 

・川に入ると、子どもたちから「魚がいるー！」という声があがり、身近な川に生き物

がいることに感激している様子でした。 

・親子や参加者同士で網を並べ、何度も「ガサガサ」しながら、コミュニケーションが生

まれ、生き物探しを楽しみました。 

・カマツカ、ヨシノボリなどの魚や、スジエビやヤゴなど多くの水生生物を見つけるこ

とができ、講師の齋藤は「鶴川周辺は豊かな自然がまだ残っている証、これからも大

切に守っていきましょう。」とおっしゃっていました。 



 

 

 

 

 

事業名 （5）足が速くなる！走り方教室 

目的 
・身体の仕組みを知り、楽しく身体を動かす機会とする 

・正しい走り方を習得する 

日時 2023年 9月 18日(月曜日・祝日)午前 10時 30分～午前 11時 30分 

主な対象と 

参加者数 
小学生 19名 

講師・協力者

等 
メガロス町田 スタッフ 5名 

内容 
・身体の仕組みや動かし方を知り、実践をとおして速く走るための基礎を学ぶ 

・実際に身体を動かしながら、正しい姿勢を知る 

様子等 

・小学生を対象にした、「走り方教室」は、運動会前の実施ということもあり、沢山の小

学生の申し込みがありました。 

・町田市と包括協定を結んでいるメガロス町田のスタッフが講師となり、正しい走り方

の指導をしていただきました。 

・ストレッチ（柔軟）の大切さやジャンプで足を上げる動作、床を蹴ることの重要性な

ど、様々な動きとともに『走る』ために必要な動作を習得していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


